☆☆☆☆☆ 申請書作成要領 ☆☆☆☆☆
１．競争参加資格審査申請書の記入要領
　(1) 「申請書」（様式第1号）は、「業種区分表」1から１１の業種区分毎に必要となります。2業種以
上を同時に申請する場合については、添付書類（営業経歴書、定款、財務諸表等）は、1部の
提出で結構です。

　(2) 「申請者」は、本社(店)の代表者（役職名も明記）となります。

　(3) 「申請書」には、代表者印を押印して下さい。

　(4) 「官公庁参加資格の有無」は、官公庁の参加資格を有する場合に格付けされた等級を記入し
て下さい。

　(5) 「主たる営業種目」の「業種名」欄は、契約の種類に対応する「業種区分表」に従い、1から11
の業種のうち、該当する1区分のみ記入して下さい。なお、営業品目名は、該当する営業品目
（複数可）を記入してください。
例：
（業種名）

　　　　　　　（営業品目名） 

製造販売
    ⑤計測機器、　⑨輸送用機器、　⑩水産・漁業用機器（漁具）

　(6) 「工事高、製造高又は販売高等実績高」の「直前第２年度分決算」、「直前第１年度分決算」及
び「年間平均実績高」各欄には、工事高、製造高又は販売高等の実績高（申請する業種毎の
実績額もカッコ書きで記入）を記入して下さい。
決算が１事業年度１回の場合には、「直前第２年度分決算」及び「直前第１年度分決算」の各欄は、右欄のみ記入します。なお、「直前第１年度分決算」とは、作成日直前に確定した決算を含む過去１年間の決算を、「直前第２年度分決算」とは、直前１年度分決算の前年度の決算を、「年間平均実績高」とは、両決算に基づき算定した年間平均実績高をいいます。

　(7) 「自己資本額」の各欄については、次により記入して下さい。

1）「資本金」とは、法人にあっては払込済みの額を、個人にあっては次期繰越資本金をいい、「諸積立金」とは、法定準備金（資本準備金及び利益準備金）と任意積立金（退職手当積立金等）との合計額をいいます。

2）「直前決算時」及び利益処分（損失処理）の各欄については、提出日直前の決算より記入し、「決算後の増減額」欄については、当該直前決算確定日から提出日までの間における増減額を記入して下さい。

　(8) 「職員の数」欄は、提出日現在において常時雇用している従業員の数（法人にあっては常勤役員の数を含む。）をそれぞれ記入し、下段に役員又は事業主の数を内数で記入して下さい。

　(9) 「経営状況」の「流動比率」欄は、直前１年度分決算により流動資産合計額(M)を流動負債合計額（N）で除した値を百分率で表した数値（小数点以下第１位切り上げ）を記入して下さい。

　(10)「営業年数」欄には、競争参加資格希望業種に係る事業の開始日（２業種以上あるときは、最も早い開始日）から基準日までの期間から、当該事業で中断した期間を控除した期間（１年未満切り捨て）を記入して下さい。

　(11)「貸借対照表」の各欄については、次により記入して下さい。

1）「貸借対照表」欄には、貸借対照表から該当する額を記入する。（決算が１事業年度１回の場合には、右欄のみに記入して下さい。）

2）「経営比率」の「自己資本固定比率」欄については、自己資本額（Ｐ）を固定資産額（Q）で除した値を百分率で表した数値（小数点以下１位四捨五入）を記入し、「自己資本回転率」欄については、「工事高、製造高又は販売高等実績高」（Ｒ）を自己資本額（Ｐ）で除した数値（小数点以下２位四捨五入）を記入して下さい。

　(12)「収入・利益」の各欄については、次により記入して下さい。

1）「工事高又は製造高等」及び「販売高等」欄は、決算が１事業年度１回の場合には、当該左右欄のうち右欄のみに記入して下さい。
2）「製造高等純利益率」欄は、「法人税等控除前当期利益」（Ｓ）を「工事高、製造高又は販売高等実績高」（Ｒ）で除した値を百分率で表した数値（小数点以下２位四捨五入）を記入して下さい。

２．添付書類について
(1) 経歴書（営業の沿革、営業所、海外支店等一覧表、業務組織、工事又は生産

経歴、役員及び資本、主たる取引先等、個人にあってはその者の営業経歴等）

(2) 定款又はこれに代わるべきもの
(3) 財務諸表（貸借対照表、損益計算書、財産目録。個人にあっては収支計算に関する書類）
　(4) 登記簿謄本又は戸籍謄本
　(5) 納税証明書（直前１年の事業年度における法人税又は前年度の所得税）

　(6) 印鑑証明書
　(7) 使用印鑑届（様式①）
　(8) 委任状（様式②）（支店、代理店が申請する場合に提出）

　(9) その他
なお、官公庁の「競争参加者資格審査結果通知書」を有する場合には、申請書に同資格審査結果通知書（写）を添付することにより上記(4)、(5)及び(6)の添付を省略することができます。
３．申請書提出後の諸事項変更について
　　　申請書提出後において、次に掲げる事項について変更があった場合には、速やかに「競争参加資格申請書変更届」(様式③)を作成し、提出して下さい。

1） 住所
2） 商号又は名称及び電話番号（ファクシミリを含む。）

3） 法人である場合は、代表者の氏名。個人である場合は氏名

4） 許可・登録等の状況

5） 業所の名称、所在地及び電話番号（ファクシミリを含む。）
４．随意契約参加業者登録の申請について

　　　随意契約のみに参加するための業者登録があります。
　　　希望する者は、「随意契約参加申請書」（様式④）を提出してください。

　　　なお、「競争参加資格申請書」を提出し、等級格付をされた者は、自動的に随意契約に参加する資格がありますので改めてこの申請は不要です。

1） 業種の区分並びに営業品目は、契約の種類に対応する「業種区分表」によります。
2） 経歴書及び「使用印鑑届」（様式①）を添付して下さい。

（問合せ先）
　　　〒１０５－０００１
　　　東京都港区虎ノ門３丁目２番２号　　虎ノ門３０森ビル５階
公益財団法人海外漁業協力財団 融資部 業務支援課
担当：　藍澤　輝明　　E-mail: aizawa@ofcf.or.jp
　　　℡０３（６８９５）５３８2
様式　①

　　年　　月　　日　
 公益財団法人海外漁業協力財団

理事長　竹　中　美　晴　殿

住　　　　所

商号又は名称

　　　　　(代表者)

役　 職　 名

氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者印）

使　用　印　鑑　届

　私は、弊社が貴財団と行う取引の一切について、取引に必要とする書類の使用印鑑を下記の通り定めましたのでお届けします。
記

（社印）　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者印）


様式　②

　　年　　月　　日

公益財団法人海外漁業協力財団

理事長　竹　中　美　晴　殿
住　　　　所

商号又は名称

(委任者)　　　(代表者)

役　 職　 名

氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者印）
委　　任　　状

　私は、下記の者を代理人と定め、  年  月  日までの間における入札並びに契約関係について、一切の権限を委任します。

　また、使用する印鑑を下記の通り定めましたのでお届けします。

記

住　　　　所

商号又は名称

(受任者)

役　 職　 名

氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

(社　印)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(受任者の使用印)


様式　③

　　年　　月　　日

公益財団法人海外漁業協力財団

理事長　竹　中　美　晴　殿
住　　　　所

商号又は名称

　　　　　(代表者)

役　 職　 名

氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者印）
競争参加資格審査申請書変更届

　
競争参加資格審査申請書に、下記の通り変更があったので関係書類を添えてお届けします。

記

１．変更内容

	変更事項


	変更後
	変更前
	変更事由･年月日



	
	
	
	


２．添付書類（変更内容が確認できるもの）
様式　④

　　年　　月　　日

公益財団法人海外漁業協力財団

理事長　竹　中　美　晴　殿
住　　　　所

商号又は名称

(代表者)

役　 職　 名

氏　　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代表者印）
随 意 契 約 参 加 申 請 書

2019、2020及び2021年度、貴財団における随意契約の見積に参加したいので申請します。
	業種の区分
	

	創業年月日
	　　年　　　月　　　日

	営業年数
	

	資本金
	

	従業員数
	

	営業品目
	

	備考
	担当者氏名：
E-mail：

Tel：


添付書類：　 １．会社案内又は経歴書　 　１通

　　　  ２．使用印鑑届　　　　  　　　１通


